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研究成果の概要（和文）：本研究は、スポーツ先進国のスポーツ振興政策を比較研究し、開発途
上国におけるスポーツ支援の事業とニーズを調査することによって、わが国の開発途上国に対
するスポーツ支援モデルを開発した。「スポーツ政策尺度」を開発し、先進国、途上国、地域等
の分類により、政策の重要度と達成度を検証できる評価モデルが完成した。開発途上国では、
生涯スポーツ指導者の養成ニーズが高く、国際イベントや地域イベントのマネジメント能力を
もつ人材や研究者が必要とされている。 
 
研究成果の概要（英文）：This study compared the sport promotion policies between developed 
and developing countries by means of investigating the supporting programs and the needs 
by developed countries to developing countries.  The Sport Policy Scale was developed 
through the review of the literature focusing on the importance-performance analysis of 
policies with the categories of developed-developing countries and regions. It was also 
found that there are strong needs to train Sport for All leaders as well as to train human 
resources and researchers who have management abilities in international and local sport 
events in developing countries.  
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１．研究開始当初の背景 

＜研究の背景＞  

20 世紀におけるわが国のスポーツ政策は、

スポーツ振興法（1961 年）を法的根拠にして、

スポーツ振興方策の指針が保健体育審議会

の答申（1953 年～1997 年）によって答申さ

れ、具体的施策が進められてきた。しかし、

保健体育審議会答申は事業に対する財源を

持たず、あるべき姿を論ずるという文体で記
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された結果、スポーツ振興の指針を提示した

ものの、その効果が十分であったとは言い難

い（守能, 1998）。 

 1998 年の「スポーツ振興投票法」の制定に

より、スポーツ政策が大きな転機を迎えた。

それは、スポーツ振興くじの収益をスポーツ

振興の財源とすることが可能になったから

である。2000 年には、わが国ではスポーツ振

興の初のマスタープランである「スポーツ振

興基本計画」が策定された。この背景には、

国民の多様なスポーツ・ニーズに対応する必

要があったことと、国際競技力の向上が求め

られていたことがある。そして、3分野の「政

策目標」、「数値目標」、「具体的施策」によっ

て、スポーツ振興事業が展開されてきた。ス

ポーツ振興基本計画は、2010 年度が目標年度

であることから、スポーツ基本計画が 2020

年度に向けて、中央教育審議会スポーツ・青

少年分科会「スポーツ振興に関する特別委員

会」において、2009 年 6 月から審議が始まっ

た。 

第 2次スポーツ振興基本計画は、幼児から

高齢者、障害者を含めた地域のスポーツ振興

から、競技力の向上に至るまで、わが国のス

ポーツ振興の基盤と方向性を示す重要なマ

スタープランである。しかし、わが国ではス

ポーツ政策に関する研究蓄積は十分である

とは言い難い。1991 年に日本体育・スポーツ

政策学会（当初は体育・スポーツ行政研究会）

が発足し、研究活動が進められているが、多

くはわが国のスポーツ政策の後追い的な紹

介や記述に留まっている。スポーツ先進国に

おける政策モデルとなるような研究知見は

極めて少ないといわざるを得ない。 

他方、開発途上国においては、スポーツ振

興は極めて遅れており、スポーツ援助の必要

性が叫ばれている（岡田、2009）。国連機関

や欧米先進諸国においては、開発途上国に対

してさまざまな援助が行われてきた（岡田、

2001）。しかしながら、わが国では開発途上

国へのスポーツ援助に対する関心は低い。青

年海外協力隊にはスポーツ分野が置かれ、開

発途上国において具体的な成果を挙げてき

ているが、その活躍に対する注目度は低い。

スポーツ先進国として、開発途上国に対する

わが国のスポーツ援助に対する期待は大き

いものの、どのようなスポーツ援助のあり方

が求められているかの支援ニーズは不明で

ある。 

 
２．研究の目的 
わが国のスポーツ政策研究は、海外のスポ

ーツ先進国の情報が不足しており、また開発
途上国に対するスポーツ支援事業が期待さ
れている。本研究の目的は、スポーツ先進国
のスポーツ振興政策を比較研究し、開発途上
国におけるスポーツ支援の事業とニーズを
調査することによって、わが国の開発途上国
に対するスポーツ支援モデルを開発するこ
とにある。具体的には、スポーツ先進国（英
国、ドイツ、オーストラリア、カナダ）のス
ポーツ振興政策を比較検証し、特にアジアの
開発途上国（ベトナム、フィリピン、カンボ
ディア、タイ）においてスポーツ支援の事業
とニーズのフィールドワークを行うことに
より、わが国の開発途上国への支援モデルを
提示する。 
 
３．研究の方法 
本研究はスポーツ先進国のスポーツ振興

政策を比較研究し、開発途上国におけるスポ
ーツ支援の事業とニーズを調査することに
よって、わが国の開発途上国に対するスポー
ツ支援モデルを開発することにある。具体的
には、先進国調査（英国、ドイツ、オースト
ラリア、ニュージーランド、カナダ）におい
て、スポーツ振興政策と開発途上国へのスポ
ーツ支援事業に関して、フィールドワークと
ウェブサイト調査を行う。開発途上国調査に
おいては、特にアジアに焦点を当て、ベトナ
ム、フィリピン、カンボディア、タイ、イラ
ンにおいてスポーツ支援の事業とニーズの
フィールドワークを行う。また、わが国の開
発途上国に対する事業をスポーツ NPO/NGOに
対して、調査を行う。これらの研究成果を総
合し、比較検証することにより、わが国の開
発途上国へのスポーツ開発支援モデルを提
示する。 
 
４．研究成果 



 

 

 2010 年度は、先行研究のレビューと国際比
較調査（文科省委託調査,2005: TAFISA 国際
調査,2001）により、先進国調査と開発途上
国調査のインタビュー用調査票を作成した。
先進国調査は、フィンランドにおいて、ウェ
ブサイト調査と現地でのヒアリング調査を
実施した。フィンランドにおいては、スポー
ツ振興政策と健康政策のコラボレーション
が進められていた。また、ＩＯＣスポーツ・
フォー・オールコングレスに参加し、先進国
のスポーツ振興政策に関する情報を収集し
た。途上国調査においては、マレーシア政府
のスポーツ・青少年省を訪ね、スポーツ政策
と巣オーツ人口調査の資料を収集した。また、
スポーツ振興の民間非営利団体であるＭＡ
ＲＦＩＭＡを訪ね、スポーツ振興やマレーシ
ア国際駅伝に関するヒアリング調査を行い、
関係資料を収集した。マレーシアにおいては、
「ルック・イースト政策」により、日本に学
ぼうと意欲が高く、スポーツ振興においても、
日本発祥の駅伝が日本からのパイオニアに
より伝播し、青少年を含めた体力増進に大き
な貢献を収めている。これまでの文献調査、
スポーツ NPO/政府調査、先進国調査、開発途
上国調査の研究結果をまとめ、スポーツ・健
康づくり関係雑誌に発表した。 

 2011年度は、先行研究のレビューと２つの

スポーツ法（Australian Sport Commission 

Act, New Zealand Sport and Recreation Act

）を基にして、スポーツ政策尺度(sport 

policies index)を開発した。TAFISA(The 

Association For International Sport for 

All)とSSF笹川スポーツ財団との協同プロジ

ェクトである国際比較調査において、スポー

ツ政策尺度を適用し、TAFISA加盟47カ国にお

けるスポーツ振興政策の重要度と達成度に関

する国際比較調査を実施した。これらの研究

成果は、国際スポーツ社会学会で研究発表を

行い、The Online Journal of Recreation and 

Sport誌へ投稿し、掲載された。また、47カ国

に対する研究成果は、TAFISA Active World 

2011: The Global Almanac on Sport for All

として出版された。また、これまでの日本、

韓国、中国におけるスポーツ振興政策の比較

研究を国際誌であるJournal of Asiania 

Sport for Allへ投稿し、審査の後に、掲載さ

れた。 

 途上国調査においては、インドネシアの青

少年スポーツ大臣にインタビューを行い、イ

ンドネシアにおけるスポーツ振興政策とヴィ

ジョンをヒアリングした。また、インドネシ

ア・スポーツ・フォー・オール協会(FORMI)

を訪ね、インドネシアにおけるスポーツ振興

体制と同協会の組織機構、振興事業に関する

ヒアリング調査を行った。インドネシアにお

いては、2010年にスポーツ・フォー・オール

を振興する民間非営利団体(FORMI)が設立さ

れ、2010年に国際統括団体であるTAFISAに加

盟した。さらに、2016年のTAFISA Sport for 

All Gamesの開催地として立候補し、オランダ

を破り、ジャカルタでの開催が決定している

。これから開催施設の整備が進むことになり

、国際生涯スポーツイベントの開催により、

スポーツ振興を進めようとしている。また、

国際イベントの開催ノウハウと人的資源の育

成が求められている。 

 2012年度は、2010年度に現地調査を実施し

たマレーシアにおけるスポーツ振興政策の成

果をまとめ、体育・スポーツ科学に投稿し、

査読の結果、掲載が受理された。また、2011

年度に現地調査を行ったインドネシアにおけ

るスポーツ振興政策の成果を兵庫体育・スポ

ーツ科学学会において研究発表を行った。さ

らに、2012年度は子どものスポーツ振興政策

に焦点を当て、インターネットのウェブサイ

トによる情報収集と先行研究の収集を行い、

比較分析を進めた。これらの研究成果は、2012

年11月17日に東京で開催されたTAFISA-SSF 

World Forumにおいて、”Future Strategy for 

Youth Sport” というタイトルで発表を行っ

た。また、同フォーラムにおいて、先進国の

フィンランド、ポーランド、オランダ、ドイ

ツ、カナダ、オーストラリア、途上国のタン

ザニアにおけるスポーツ振興政策と論議を深

め、振興事業等の情報を収集した。 

 途上国調査においては、インドとベトナム
において、現地調査を進めた。インドにおい
ては、生涯スポーツの振興はまだ緒についた
ばかりで、特に多様な属性と社会的背景をも
つ参加者に対して、楽しみながら継続できる
指導力をもつ生涯スポーツ指導者の養成が
求められている。TAFISA（国際スポーツ・フ
ォー・オール協議会）は、現地からの要請を
受け、2012 年に TAFISA CLC(認定指導者講習
会)を実施している。ベトナムにおいては、
ハノイにある政府文化・スポーツ・観光省の
スポーツ局を訪ね、スポーツ振興体制、振興
事業等に関するヒアリングを行った。ヒアリ
ングの結果、スポーツ振興に関する国際情報
が不足していることを受け、TAFISA とアジ
ア・オセアニア統括団体の ASFAA 事務局を仲
介した。また、スポーツイベントのマネジメ
ント等の専門家や研究者が不足しており、ス
ポーツ科学のニーズが高いことがわかった 
 研究目的のスポーツ先進国の政策を比較
検討し、分析を進めることに関しては、2011
年度に「スポーツ政策尺度(sport policies 
scale)を開発し、先進国、途上国、地域等の
分類により、政策の重要度と達成度を検証で
きる評価モデルが完成した。また、途上国に



 

 

おけるスポーツ支援ニーズに関しては、生涯
スポーツ指導者の養成ニーズが高く、国際イ
ベントや地域イベントのマネジメント能力
をもつ人材や研究者が必要とされているこ
とが明らかになった。 
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